
装
置
は
浸
水
、顕
微
鏡
は
盗
難

有
能
な
人
材
が
会
社
を
再
生
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一

大
津
波
は
凄
ま
じ
い
力
で

内
陸
に
向
か
っ
て
襲
い
掛
か

り
、
あ
る
地
点
を
境
に
、
今

度
は
引
き
潮
に
転
ず
る
。

こ
の
あ
る
地
点
か
ら
少
し

で
も
離
れ
て
い
れ
ば
被
害
を

免
れ
る
が
、
い
日
本
遺
伝
子

研
究
所
の
本
社

・
研
究
施
設

中
川
原
寛

一
氏

棟
は
、
ま
さ
に
こ
の
あ
る
地

点
の
最
後
の
部
分
に
位
置
し

て
い
た
。

検
査

・
解
析
装
置
は
海
水

に
浸
り
、
わ
ず
か
に
残
っ
た

顕
微
鏡
類
は
心
無
い
人
に
よ

っ
て
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
つ
い
て
な
い
な
」
と
同

■
●
■
■
一　
社
代
表
取
締
役

の
中
川
原
寛

一

は
言
う
。
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ

た
す
べ
て
を
失

い
、
茫
然
自
失

の
中
で
、

「
つ

い
て
な
い
な
」

は
正
直
な
気
持

ち
で
あ
ろ
う
。

で
も
、
と
中
川
原
は
言
葉

を
続
け
る
。
震
災
を
契
機
に

こ
れ
ま
で
の
経
営
理
念
は
崩

壊
し
、
新
た
な
指
針
が
芽
生

え
た
¨
形
あ
る
も
の
は
い
つ

か
壊
れ
る
が
、
壊
れ
な
い
も

の
も
あ
る
。
そ
れ
が
情
熱
で

あ
り
、
人
の
情
で
あ
る
。
そ

こ
に
立
脚
し
た
経
営
指
針
が

あ
っ
て
も
良
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

日
本
遺
伝
子
研
究
所
は
そ

の
社
名
の
示
す
と
お
り
、
Ｄ

Ｎ
Ａ

・
Ｒ
Ｎ
Ａ
合
成
、
染
色

体
解
析
、
遺
伝
子
解
析
を
主

業
務
と
す
る
。
設
立
は
平
成

６
年
。
今
で
言
う
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
で
あ
る
。

時
代
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け

た
、
日
本
経
済
の
下
降
局
面
。

国
立
西
多
賀
病
院

（東
北
大

学
医
学
部
第

一
医
化
学
講
座

で
研
究
）
で
勤
務
し
て
い
た

中
川
原
は
、
周
囲
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
起
業
に
踏
み
切

っ
た
。

当
然
、
経
営
は
自
転
車
操

業
。
毎
日
の
帰
宅
は
朝
の
４

時
で
、
数
時
間
後
の
朝
７
時

に
は
出
社
す
る
。
寝
食
を
忘

れ
て
働
く
と
は
こ
の
こ
と
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
染
色
体
に
関
す

る
分
析

・
解
析
で
は
、
大
手

で
■
、
２
カ
月
要
す
る
と
こ

ろ
を
、
２
週
間
で
結
果
を
出

し
た
。
ス
ピ
ー
ド
と
実
績
か

ら
信
頼
が
広
が
り
、
設
立
２

年
目
か
ら
黒
字
に
転
換
。
経

営
は
有
肩
上
が
り
の
軌
跡
を

描
き
続
け
た
。

経
営
が
安
定
す
る
中
で
、

中
川
原
を
悩
ま
せ
続
け
た
の

が
、
人
材
教
育
。
専
門
家
の

育
成
で
あ
る
。

高
品
位
な
装
置
を
導
入
す

れ
ば
、
よ
り
精
度
の
高
い
結

果
が
得
ら
れ
る
。
問
題
は
得

ら
れ
た
結
果
を
い
か
に
読
み

取
り
、
分
析

・
解
析
評
価
を

下
す
か
で
あ
る
。

そ
ん
な
折
、
大
学
の
独
立

行
政
法
人
化
で
大
学
か
ら
の

発
注
が
激
減
。
次
な
る
商
品

戦
略
の
手
を
模
索
し
て
い
た

中
で
、
今
回
の
震
災
が
襲
っ

て
き
た
。

瓦
礫
の
撤
去
に
明
け
暮
れ

る
日
々
が
続
く
。
分
析

。
解

析
装
置
は
海
水
に
浸
り
、
顕

微
鏡
類
は
持
ち
去
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

社
員
に
も
家
庭
が
あ
る
。

安
否
確
認
の
必
要
性
か
ら

も
、
帰
宅
を
命
じ
た
。
荒
れ

果
て
た
社
屋
に
中
川
原

一
人

が
残
っ
た
。

子
は
親
の
背
中
を
見
て
育

つ
と
い
う
。
会
社
も
社
長
の

背
中
で
、
将
来
の
命
運
が
決

ま
る
。　
一
人
で
瓦
礫
の
撤
去

作
業
を
続
け
る
中
川
原
の
元

に
、　
一
人
、
二
人
と
社
員
が

戻
り
始
め
た
。

壊
れ
た
装
置
、
盗
ま
れ
た

装
置
は
買
い
換
え
れ
ば
よ

い
。
借
金
す
れ
ば
、
新
規
導

入
で
き
る
。
し
か
し
、
有
能

な
人
材
は
取
り
替
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
会
社
の
宝
で
あ

る
。こ

の
時
、
中
川
原
の
中
で

既
存
の
経
営
理
念
が
崩
れ
、

新
た
な
指
針
が
芽
生
え
た
と

い
う
。

新
社
屋
に
移
転
し
、
４
月

・８
日
か
ら
営
業
を
再
開
。
利

益
追
求
の
み
の
経
営
理
念
は

崩
れ
去
っ
た
。
自
社
の
研
究

成
果
が
何
ら
か
の
形
で
、
社

会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き

る
よ
う
な
姿
勢
で
臨
み
た

い
。
収
益
は
あ
く
ま
で
も
、

一
生
懸
命
に
働
い
た
ご
褒
美

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
の
震
災
は
多
く
の
人

々
を
ど
ん
底
に
陥
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
中
で
、
新
し
い

生
き
方
を
見
出
し
た
人
々
も

ま
た
少
な
く
な
い
と
思
う
。

（文
中
敬
称
略
）

（産
業
タ
イ
ム
ズ
社
事
業
開

発
部
　
松
下
晋
司
）


